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本
学
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通
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。
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大田原キャンパス 理学療法学科 

100㎞駅伝開催! 

第11回 

那須塩原ハーフマラソン開催! 

IUHWvol.107 December 2016
International University of Health and Welfare

CONTENTS

10-13

8-9

特集3

キャンパスレポート 

トピックス 

国際トピックス 

14-16

17

18
19

第6回 国際医療福祉大学学会学術大会 

同窓会通信 

 
学生投稿ページ 
 

20

2

特集2

特集1

第21回風花祭 大田原 キャンパス 

4 -7

海外保健福祉事情 

医学部開設が決定 

中国／台湾／ベトナム／タイ／ミャンマー／ 
韓国／オーストラリア／イギリス 

成田キャンパス／小田原キャンパス／福岡キャンパス／
大川キャンパス／大学院／塩谷看護専門学校 

大田原キャンパス　看護学科　「平成28年度　公開学習
会」を開催／大田原キャンパス　視機能療法学科　元培
醫事科技大学留学生が5年連続、視機能療法学科で学
ぶ／成田保健医療学部 理学療法学科　実り多き基礎
実習を終えて／大田原キャンパス　病院ボランティア 
にゅーＢが活動 

New School of Medicine will be established

医
学
部
開
設
が
決
定
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●建設中の医学部棟完成予想図 

●成田市内に建設予定の附属病院完成予想図 

●東京で開催した医学部入試説明会の様子 

②
国
際
経
験
豊
富
な
教
授
陣
 

③
充
実
し
た
 

　
実
践
教
育
・
臨
床
実
習
環
境
 

①
こ
れ
ま
で
に
な
い
水
準
の
 

　
医
学
教
育
 

④
意
欲
の
高
い
学
生
に
 

　
広
く
開
か
れ
た
門
戸
 

　
本
学
が
申
請
し
て
い
た
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

医
学
部
設
置
は
、八
月
三
一
日
、文
部
科
学
大
臣

よ
り
認
可
さ
れ
、二
〇
一
七
年
四
月
の
開
設
が
正

式
に
決
定
し
ま
し
た
。
新
し
い
医
学
教
育
の
実
現

を
め
ざ
し
、一
〇
年
に
わ

た
っ
て
議
論
を
積
み
重
ね

て
き
た
結
果
で
す
。
新
設

す
る
医
学
部
で
は
、国
際

的
で
先
駆
的
な
学
修
環

境
を
整
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
医
師

を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　10月29日、大田原キャンパスの理学療法学科は、恒

例の「100㎞駅伝」を実施した。4年生の国家試験合

格率「100％」を祈念して毎年この時期に行っており、

アドバイザー教員のもと、

1年生から4年生の学年

混成チームを10チーム

編成し、各チームはラン

ナーを交代しながら、キャ

ンパス内の約1.2㎞の周

回コースを84周した。 

　11月3日、「第11回 那須塩原ハーフマラソン」が開

催された。昨年に引き続き、5㎞の部と1㎞ランウォー

クの部のゼッケンには、協賛の国際医療福祉大学病院

の名前が入り、275人のランナーがこのゼッケンを胸

に那須塩原市内を駆け抜けた。 

①
国
際
医
療
福
祉
大
学
お
よ
び
医
学
部
の
基
本
理
念

　
と
教
育
理
念
と
を
充
分
に
理
解
し
、専
門
職
業
人
と

　
し
て
「
共
に
生
き
る
社
会
」
の
実
現
に
貢
献
す
る
強

　
い
意
志
を
持
つ
者
で
あ
る
こ
と
。
 

②
優
れ
た
学
業
実
績
や
英
語
能
力
を
有
し
、将
来
、国

　
際
性
を
身
に
つ
け
、国
内
外
の
医
療
需
要
に
応
じ
て
、

　
母
国
お
よ
び
国
際
社
会
に
お
け
る
保
健
、医
療
、福
祉

　
分
野
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
強
い
意
志
を
持

　
つ
者
で
あ
る
こ
と
。
 

③
自
ら
積
極
的
に
学
ぶ
意
欲
を
も
ち
、保
健
、医
療
、福

　
祉
分
野
に
お
け
る
科
学
技
術
の
高
度
化
、専
門
化
、お

　
よ
び
国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
の
努
力
を
継
続
で
き

　
る
者
で
あ
る
こ
と
。
 

④
幅
広
い
教
養
と
広
い
視
野
を
備
え
た
豊
か
な
人
間
性

　
を
養
う
た
め
、積
極
的
に
自
ら
を
磨
い
て
い
け
る
者

　
で
あ
る
こ
と
。
 

⑤
あ
ら
ゆ
る
人
に
対
し
て
自
ら
の
心
を
開
き
、コ
ミ
ュ
ニ

　
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
。
 

①
医
師
と
し
て
の
使
命
感
・
倫
理
観
な
ど
医
療
プ
ロ
フ
ェ

　
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
備
え
、患
者
中
心
の
医
療
を
実
践

　
で
き
る
。
 

②
医
療
の
国
際
化
に
対
応
し
た
幅
広
い
知
識
と
高
い
コ

　
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
ち
、海
外
の
医
療
現
場

　
で
活
躍
で
き
る
。
 

③
広
い
教
養
と
寛
容
な
精
神
を
兼
ね
備
え
た
う
え
で
、

　
医
学
・
医
療
に
必
要
な
サ
イ
エ
ン
ス
と
ア
ー
ト
を
修

　
得
し
、科
学
的
思
考
力
を
基
に
質
の
高
い
医
療
を
実

　
践
で
き
る
。
 

④
医
療
現
場
の
多
職
種
と
協
調
・
連
携
で
き
る
能
力
お

　
よ
び
、各
職
種
の
役
割
や
責
任
体
制
に
関
す
る
知
識

　
を
身
に
つ
け
、将
来
、医
療
チ
ー
ム
の
中
核
的
な
役
割

　
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

　
医
学
部
棟
の
四
階
に
は
、
五
〇
〇
〇
㎡
を
超
え

る
世
界
最
大
級
の
医
学
教
育
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
、
高
度
な
総
合
診
療
能
力

の
養
成
を
図
り
ま
す
。
臨
床
実
習
は
、
四
つ
の
附

属
病
院
に
加
え
、
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
位

置
づ
け
る
グ
ル
ー
プ
関

連
病
院
・
施
設
を
活
用

し
ま
す
。
附
属
施
設
・

グ
ル
ー
プ
施
設
に
は
、

介
護
老
人
保
健
施
設
や

在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
な

ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、

厚
生
労
働
省
が
二
〇
二

五
年
を
め
ど
に
構
築
を

推
進
し
て
い
る
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
も
対
応
で
き
る
臨
床
実
習

環
境
で
す
。
二
〇
二
〇
年
に
は
、
成
田
市
内
に
新

た
な
附
属
病
院
の
開
設
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
こ

も
臨
床
実
習
施
設
の
一
つ
に
組
み
込
ま
れ
ま
す
。
 

　
国
際
的
に
活
躍
す
る
各
分
野
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
を
教
授
陣
に
迎
え
ま
す
。
国
際
医
療
拠

点
に
ふ
さ
わ
し
い
三
〇
数
人
の
外
国
人
教
員

を
採
用
す
る
ほ
か
、
日
本
人
教
員
も
海
外
で

の
臨
床
・
教
育
経
験
の
豊
富
な
教
員
を
多
数

採
用
し
ま
し
た
。
 

　
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
（
診
療
参
加

型
臨
床
実
習
）
は
、
世
界
医
学
教
育
連
盟
（
Ｗ

Ｆ
Ｍ
Ｅ
）
が
基
準
と
す
る
七
二
週
を
超
え
、
九

〇
週
に
わ
た
り
実
施
し
ま
す
。
医
学
に
関
す
る

大
多
数
の
科
目
で
英
語
に
よ
る
授
業
を
行
う
ほ

か
、
六
年
次
に
は
最
低
四
週
間
の
海
外
臨
床
実

習
を
必
修
と
す
る
な
ど
、
国
際
的
な
ス
テ
ー
ジ

で
も
診
療
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
議
論
な
ど
が

行
え
る
医
師
と
し
て
活
躍
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
準
備
し
ま
し
た
。
一
学
年
の
定
員
一
四
〇

人
の
う
ち
二
〇
人
が
留
学
生
。
学
生
の
七
人
に

一
人
は
外
国
人
と
い
う
国
際
的
な
学
修
環
境
も
、

日
本
の
医
学
部
で
は
初
め
て
で
す
。
日
本
の
医

師
国
家
試
験
合
格
を
前
提
と
し
、
医
学
教
育
統

括
セ
ン
タ
ー
は
専
任
教
員
二
五
人
と
い
う
前
例

の
な
い
規
模
の
構
成
と
し
、
国
家
試
験
対
策
の

総
括
講
義
、
二
四
時
間
体
制
の
専
用
自
習
室
も

整
備
し
ま
す
。
 

　
学
生
納
付
金
は
、
私
立
大
学
医
学
部
で
は
最

も
安
い
、
六
年
間
で
一
八
五
〇
万
円
に
設
定
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
医
師
を
め
ざ

す
意
欲
の
高
い
学
生
に
広
く
門
戸
を
開
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
医
学
部
特
待
奨
学
生
制
度
や
国
際
医

療
福
祉
大
学
医
学
部
年
間
成
績
優
秀
賞
に
加
え
、

教
育
ロ
ー
ン
も
充
実
す
る
な
ど
、
学
費
サ
ポ
ー

ト
制
度
を
手
厚
く
し
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
入
試
制
度
は
、
一
般
入
試
・
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
・
留
学
生
特
別
選

抜
入
試
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
「
二
〇
一
七
年
度
医

学
部
医
学
科
学
生
募
集
要

項
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
認
可
後
、
東
京
・

成
田
・
大
阪
・
福
岡
で
「
国

際
医
療
福
祉
大
学
医
学
部

入
試
説
明
会
」
を
五
回
開

催
し
、
受
験
生
や
保
護
者

を
は
じ
め
一
五
〇
〇
名
以

上
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
年
間
三
〇
〇
〇
万
人
が
国
際
線
を
利
用
す
る

日
本
最
大
規
模
の
国
際
空
港
を
擁
す
る
国
際
都

市
・
成
田
。
こ
の
地
に
、
二
〇
一
七
年
四
月
に
新

設
す
る
医
学
部
、
そ
し
て
、
二
〇
二
〇
年
に
開

設
予
定
の
国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
病
院（
仮
称
）

は
、
両
輪
と
な
っ
て
、
世
界
最
高
水
準
の
国
際

医
療
拠
点
の
構
築
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

「アジア諸国と日本の 
  国際医療協力および 
  医学教育に係る今後の展開」 

国際医療シンポジウム 

主催者あいさつ／基調講演／パネルディスカッション 



国
際
ト
ピ
ッ
ク
ス
 

国
際
ト
ピ
ッ
ク
ス
 

　
日
本
初
の
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
と

し
て
一
九
九
五
年
に
開
学
し
た
本
学
は
、

国
際
的
に
活
躍
で
き
る
医
療
福
祉
専
門

職
の
人
材
育
成
お
よ
び
ア
ジ
ア
を
は
じ

め
と
す
る
諸
外
国
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
医
療
協
力
や
学
術
交
流
を
行
っ
て
き

た
。
開
学
二
〇
年
を
経
て
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

今
後
の
我
が
国
の
国
際
医
療
協
力
の
あ

り
方
や
、
来
春
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開

設
す
る
医
学
部
で
行
う
国
際
的
な
医
学

教
育
を
テ
ー
マ
に
、
一
〇
月
二
四
日
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
東
京
で
、
国

際
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
 

　
高
木
邦
格
理
事
長
と
大
友
邦
学
長
の

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
基
調
講

演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
１
（
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

松
谷
有
希
雄
副
学

長
）
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
２

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

大
友
学
長
）

と
続
く
な
か
、
日
本
の
政
府
・
大
学
関

係
者
な
ど
の
ほ
か
、
協
定
締
結
国
の
関

係
者
が
多
数
登
壇
し
、
有
意
義
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
。
 

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
広
報
室
　
金
井
雅
之
）
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
理
事
長
 
 

高
木
邦
格
 

主
催
者
あ
い
さ
つ
 

基
調
講
演
 

ア
ジ
ア
に
必
要
な
の
は
 

医
療
福
祉
専
門
職
を
含
め
た
 

全
体
の
医
療
協
力
 

「
国
際
医
療
福
祉
大
学
型
 

　
チ
ー
ム
医
療
」
の
完
成
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
学
長
 

大
友
邦
 

ベ
ト
ナ
ム
保
健
大
臣
　
 

グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
キ
ム
・
テ
ィ
エ
ン
氏
 

自
由
民
主
党
参
議
院
議
員
 

武
見
敬
三
氏
 

　
今
は
六
五
歳

以
上
を
高
齢
者

と
し
て
い
ま
す
が
、

六
五
歳
を
過
ぎ

て
も
健
康
な
方

は
多
数
お
ら
れ

ま
す
。
健
康
長

寿
社
会
を
築
き
、
意
欲
が
あ
る
人
は
働
き
続
け
、

社
会
に
参
画
し
、
プ
ラ
イ
ド
と
生
き
が
い
を
持

っ
て
生
活
す
る
。
結
果
と
し
て
、
た
と
え
ば
高

齢
者
を
七
五
歳
以
上
と
再
定
義
し
直
せ
ば
、
高

齢
者
の
比
率
は
下
が
る
。
こ
う
し
た
世
界
を
め

ざ
す
こ
と
が
持
続
的
成
長
を
可
能
に
す
る
シ
ナ

リ
オ
だ
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
日
本
は
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、

高
齢
化
が
進
む
ア
ジ
ア
全
体
で
の
人
材
還
流
、

ビ
ジ
ネ
ス
連
携
、
政
策
協
力
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
れ
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル

ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）
と
健
康
長
寿
社

会
の
実
現
を
め
ざ
す
「
ア
ジ
ア
健
康
構
想
」
に

つ
な
が
る
の
で
す
。
ア
ジ
ア
と
日
本
で
Ｗ
ｉ
ｎ

‐
Ｗ
ｉ
ｎ
と
な
る
関
係
構
築
に
向
け
て
協
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
医
療
問
題
は

国
境
を
越
え
、

ア
ジ
ア
の
共
通

の
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ア

ジ
ア
に
お
け
る

高
齢
化
の
波
は

ま
ず
日
本
で
始
ま
り
、
い
く
つ
か
の
波
と
な
っ

て
ア
ジ
ア
各
国
に
広
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
国

に
よ
る
医
療
や
介
護
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
時
間

差
を
利
用
し
、
国
境
を
越
え
て
人
材
の
循
環
を

行
な
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
諸

国
の
介
護
人
材
を
日
本
に
招
き
、
そ
の
技
術
を

日
本
で
使
っ
て
い
た
だ
き
、
日
本
で
の
需
要
が

な
く
な
っ
た
と
き
に
母
国
に
戻
っ
て
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
す
と
い
う
循
環
を
い
か
に
デ
ザ
イ

ン
す
る
か
が
重
要
で
す
。
 

　
そ
の
中
で
国
際
医
療
福
祉
大
学
が
、
教
育
制

度
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
で
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
医
学
部
の
開
設
を
契

機
に
、
全
て
の
分
野
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
教
育

す
る
こ
と
が
で
き
る
教
育
制
度
に
よ
り
、
効
率

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ア
ジ
ア
全
体
に
広
が
る

こ
と
を
心
か
ら
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
 

和
泉
洋
人
氏
 

二
〇
年
来
の
医
療
協
力
に
感
謝
 

ミ
ャ
ン
マ
ー
保
健
ス
ポ
ー
ツ
省
 事
務
次
官
 

テ
ッ
・
カ
イ
ン
・
ウ
ィ
ン
氏
 

加
速
す
る
人
材
養
成
へ
の
支
援
に
 

期
待
 

『
ア
ジ
ア
健
康
構
想
』
で
 

　
Ｗ
ｉ
ｎ
‐
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
構
築
 

ア
ジ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
 

期
待
 

：
 

：
 

　
本
学
は
昨
年

開
学
二
〇
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
四

月
に
は
大
友
邦

新
学
長
を
迎
え
、

さ
ら
に
、
八
月

三
一
日
、
医
学
部
の
新
設
が
認
可
さ
れ
、
来

年
四
月
の
開
設
を
め
ざ
し
て
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
本
学
に
と
り
ま

し
て
大
き
な
節
目
と
な
る
こ
の
時
期
に
、
「
国

際
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
こ
こ
に
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル

か
ら
約
五
〇
名
の
方
を
ご
招
待
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
医
療
の
国
際
展
開
に
つ
い
て
ご

造
詣
の
深
い
、
参
議
院
議
員
の
武
見
敬
三
先

生
、
和
泉
洋
人
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
、
厚

生
労
働
省
の
福
田
審
議
官
、
文
部
科
学
省
の

松
尾
泰
樹
審
議
官
、
国
際
協
力
機
構
の
戸
田

隆
夫
上
級
審
議
役
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
 

　
こ
の
国
際
医
療
福
祉
大
学
を
作
っ
た
と
き
、

医
師
以
外
の
専
門
職
の
地
位
の
向
上
を
掲
げ
、

看
護
、
理
学
療
法
、
作
業
療
法
、
言
語
療
法
、

診
療
放
射
線
、
医
療
経
営
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
の
先
生
方
を
集
め
ま
し
た

が
、
最
初
の
学
科
長
七
人
の
う
ち
四
人
が
フ
ル

ブ
ラ
イ
ト
留
学
生
だ
っ
た
方
で
し
た
。
一
九
五

〇
年
代
の
後
半
に
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
の
優
秀

な
人
材
を
集
め
て
、
医
療
界
の
リ
ー
ダ
ー
の
養

成
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
学
を
作
る
に
あ
た
り
、

ア
ジ
ア
の
医
療
福
祉
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

と
い
う
気
持
ち
を
強
く
し
ま
し
た
。
 

　
実
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
が
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
養
成
に
応
じ
て
ケ
ニ
ア
の
医
療
協

力
を
請
け
負
っ
た
際
、
治
安
が
悪
化
し
て
い
く

な
か
、
ず
っ
と
本
学
の
教
員
を
派
遣
し
た
こ
と

は
印
象
深
く
残
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
中
国
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ

ッ
フ
の
養
成
に
お
い
て
は
、
医
療
協
力
に
熱
心

な
国
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
に
協
力
す

る
形
で
、
本
学
が
す
べ
て
を
引
き
受
け
、
中
国

で
初
め
て
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
た

め
に
、
四
一
名
の
フ
ル
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
留
学
生

と
多
く
の
短
期
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
国
で
最
初
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
四
年
制
大
学
は
、
本
学
の
卒
業

生
が
相
当
数
活
躍
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
婦
人
友
好
会
の
推
薦
に

よ
る
各
国
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
は
、

多
く
の
国
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
は
大
学
院
を
中
心
に
一
六

名
ほ
ど
の
フ
ル
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
留
学
生
を
受

け
入
れ
て
お
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
薬
剤
師
で

初
め
て
博
士
課
程
に
入
っ
た
学
生
も
誕
生
し

て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
の
た
び
医
学
部
設
置
認
可
の
な
か
で
、
政

府
か
ら
強
く
要
請
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
は
、
授

業
の
相
当
部
分
を
英
語
で
行
う
こ
と
と
、
ア
ジ

ア
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
べ
く
二
〇
名
の
留
学

生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
二
〇
名

の
留
学
生
を
す
べ
て
フ
ル
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
で
受

け
入
れ
る
こ
と
は
大
き
な
経
営
負
担
を
伴
い
ま

す
が
、
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
て
い
く
こ

と
は
、
本
学
に
と
っ
て
大
き
な
楽
し
み
で
あ
り

ま
す
。
す
で
に
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

モ
ン
ゴ
ル
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

試
験
を
行
な
い
、
各
国
ト
ッ
プ
の
医
科
大
学
一

年
次
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学
生
や
、
高
校
生
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
材
が
集
ま
っ
て
お
り
、
彼

ら
は
将
来
、
必
ず
母
国
で
活
躍
し
て
く
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
本
学
の
強
み
で
あ
り
、
他
の
医
科
大
学
と
違

う
と
こ
ろ
は
、
医
療
福
祉
専
門
職
を
養
成
す
る

二
一
学
科
を
持
つ
大
学
が
医
学
部
を
作
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
各
国
を
回
り
ま
す
と
、

だ
い
た
い
、
最
初
に
医
師
と
看
護
師
の
養
成
が

始
ま
り
ま
す
が
、
そ
う
す
る
と
、
診
療
放
射
線

技
師
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
が
行

う
仕
事
を
医
師
や
看
護
師
が
や
る
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
や
は
り
、
ア
ジ
ア
と
の
医
療

協
力
は
医
師
だ
け
で
は
な
く
、
医
療
福
祉
専
門

職
を
含
め
た
全
体
の
広
が
り
で
実
施
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
昨
日
、
各
国
の
医
科
大
学
の
学
長
と
今
後

の
新
し
い
医
学
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は

何
か
と
い
う
議
論
の
場
を
持
ち
ま
し
た
。
皆

さ
ん
感
激
さ
れ
て
、
一
年
に
一
度
、
ア
ジ
ア

を
代
表
す
る
医
科
大
学
が
集
ま
っ
て
、
医
学

教
育
の
レ
ビ
ュ
ー
を
す
る
機
会
を
持
ち
た
い

と
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ

こ
れ
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
ベ
ト
ナ
ム
の

人
口
は
九
〇
〇

〇
万
人
以
上
に

の
ぼ
る
も
の
の
、

医
師
は
一
万
人

当
た
り
わ
ず
か

八
人
で
す
。
現
在
、

医
療
教
育
の
改
革
に
向
け
て
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な

ど
と
協
力
し
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
は
国
際

医
療
福
祉
大
学
と
の
協
力
が
ま
す
ま
す
拡
大
す

る
と
思
い
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
免
許
、
品

質
管
理
を
改
良
し
て
、
こ
れ
ら
を
ひ
と
つ
の
レ

ベ
ル
に
統
合
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
に
は
二
〇
年
に
わ
た
っ
て

教
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
く
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
共
同

で
、
日
本
型
の
人
間
ド
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
健
診
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
六
月
に
は
、
国

際
医
療
福
祉
大
学
と
ハ
ノ
イ
医
学
大
学
、
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
医
科
薬
科
大
学
と
の
間
で
医
学
部
奨

学
金
制
度
に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
二
〇
一
四
年

に
国
際
医
療
福

祉
大
学
が
主
催

し
た
「
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
際
医
療

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

に
参
加
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
と
ヤ

ン
ゴ
ン
第
一
医
科
大
学
、
ヤ
ン
ゴ
ン
医
療
技
術

大
学
と
の
交
流
が
進
み
ま
し
た
。
今
年
六
月
に

は
、
ヤ
ン
ゴ
ン
市
の
国
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
内
に
「
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
研
修
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、
八
月
に
最

初
の
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
理
学
療
法
、
作
業
療
法
、

言
語
療
法
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
、
ス

ポ
ー
ツ
医
学
の
教
授
が
参
加
し
て
お
り
、
本
国

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
向
上
に
資
す

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
医
学
部
の
開
設
に
あ

た
り
、
ヤ
ン
ゴ
ン
第
一
医
科
大
学
で
も
説
明
会

を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
医
学
生
も
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
大
変
な
関
心
を
示
し
て
お
り
、

面
接
を
希
望
す
る
学
生
が
出
て
お
り
ま
す
 

　
本
学
は
医
療

福
祉
の
総
合
大

学
の
特
長
を
生

か
し
、
関
連
職

種
連
携
教
育
を

実
施
し
て
き
ま

し
た
。
来
春
、

医
学
部
が
加
わ
る
こ
と
で
、
医
師
を
含
め
た
「
国

際
医
療
福
祉
大
学
型
チ
ー
ム
医
療
」
の
実
施
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
医
学
部
設
立
に
際
し
て
政

府
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
の
医
療
分
野

の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
本
学
の
使
命
で
す
。
本

学
の
強
み
で
あ
る
「
チ
ー
ム
医
療
・
チ
ー
ム
ケ

ア
」
の
実
践
を
ベ
ー
ス
に
、
二
〇
人
の
留
学
生

を
世
界
に
通
用
す
る
医
療
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

●
●
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●
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『
ア
ジ
ア
諸
国
と
日
本
の
 

　
国
際
医
療
協
力
お
よ
び
 

　
医
学
教
育
に
係
る
今
後
の
展
開
』
 

国
際
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

特
集

1

特
集

1



 

第
一
部
 
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

第
二
部
 
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

ラ
オ
ス
保
健
省
国
際
関
係
局
長
 

ス
リ
ワ
ン
・
ポ
ン
セ
ナ
氏
 

拡
大
す
る
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
役
割
 

中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
 

セ
ン
タ
ー
長
 

李
建
軍
氏
 

中
国
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
 

モ
ン
ゴ
ル
国
立
医
科
大
学
学
長
 

バ
ト
バ
タ
ー
ル
・
グ
ン
チ
ン
氏
 

開
か
れ
て
い
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
道
 

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
立
保
健
科
学
大
学
学
長
 

フ
ォ
ン
サ
ナ
ッ
ク
・
サ
ポ
ン
氏
 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

松
谷
有
希
雄
副
学
長
 

国
境
の
な
い
医
療
課
題
に
向
け
た
 

国
際
協
力
 

「
ア
ジ
ア
各
国
で
必
要
と
さ
れ
る
 

　
国
際
医
療
協
力
の
在
り
方
と
 

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
大
友
邦
学
長
 

「
ア
ジ
ア
の
医
療
発
展
に
必
要
と
さ
れ
る
 

　
人
材
育
成
と
医
学
教
育
に
つ
い
て
」
 

　
昨
年
の
国
連
サ
ミ
ッ

ト
で
「
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
２
０
３
０

ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
持
続
可

能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）と
し
て
一
七
の
ゴ

ー
ル
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
ひ
と
つ
が「
医
療
」で

す
。
な
か
で
も
、
深
刻
化
す
る
感
染
症
対
策
に

国
境
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
際
的
な
医
療
協
力
は

我
が
国
の
重
要
政
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
統
合
が
進
む
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
に
お
い
て
は
、
医

師
な
ど
が
こ
の
地
域
を

移
動
で
き
る
仕
組
み
が

必
要
で
す
。
そ
こ
で
国

際
医
療
福
祉
大
学
が
果
た
す
役
割
は
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ハ
ブ
に
な
り
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
将
来
の
医
師
の
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
や
知
識
、
技
術
を
共

有
す
る
。
そ
う
し
た
機
能
が
必
要
に
な
る
と
考

え
て
い
る
か
ら
で
す
。
 

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
立
保
健
科
学
大
学
医
学
部
長
 

プ
ー
ン
チ
ャ
ン
・
ユ
ー
ッ
テ
ィ
ロ
ウ
ン
氏
 

多
岐
に
わ
た
る
支
援
に
感
謝
 

　
こ
の
二
〇
年
間
、

中
国
の
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す

る
大
き
な
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
二

〇
〇
一
年
度
か
ら
、
本
セ
ン
タ
ー
の
研
修
生
が
、

年
間
一
〇
名
以
上
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
の

奨
学
生
と
し
て
学
び
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
を
取
得
し
、
帰
国
後
、
指
導
者
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
員
の
交
流

も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

ラ
オ
ス
国
立
健
康
科
学
大
学
学
長
 

ソ
ム
チ
ッ
ト
・
ブ
パ
氏
 

一
気
に
加
速
す
る
交
流
に
期
待
 

　
今
後
の
成
功
は
「
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
が

鍵
に
な
り
ま
す
。
モ
ン

ゴ
ル
は
一
九
か
国
・
九

〇
の
大
学
な
ど
と
協
力

し
て
お
り
、
昨
年
七
月
、
国
際
医
療
福
祉
大
学

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
開
始
し
ま
し
た
。

優
秀
な
学
生
が
日
本
の
大
学
を
卒
業
し
て
、
親

善
大
使
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
両
国
に
は
常
に
新
し
い
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学

と
は
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
や

ハ
ノ
イ
医
科
大
学
を
通

じ
て
、学
生
、教
員
間
で

す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。日
本
型
の
人

間
ド
ッ
ク
を
実
施
す
る
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
進
行
し
て
お
り
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
成
功
の

鍵
で
あ
る「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」が
さ
ら
に
強
化
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
 

病
院
長
　
ヌ
エ
・
ヌ
エ
・
テ
イ
ン
氏
 

人
材
不
足
の
解
消
に
向
け
た
支
援
を
 

ミ
ャ
ン
マ
ー
 
国
立
ヤ
ン
ゴ
ン
第
一
医
科
 

大
学
学
長
　
ゾ
ー
・
ウ
ェ
イ
・
ソ
ー
氏
 

医
学
部
留
学
生
の
活
躍
に
期
待
 

ベ
ト
ナ
ム
保
健
省
国
際
協
力
局
長
 

ツ
ァ
ン
・
テ
ィ
・
ザ
ー
ン
・
フ
ォ
ン
氏
 

 

日
本
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
感
謝
 

ベ
ト
ナ
ム
 
ハ
ノ
イ
医
科
大
学
学
長
 

グ
エ
ン
・
ド
ゥ
ッ
ク
・
ヒ
ン
氏
 

 

教
育
基
準
の
達
成
に
向
け
た
協
力
を
望
む
 

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官
 

松
尾
泰
樹
氏
 

連
携
の
リ
ー
ド
機
関
と
し
て
の
役
割
を
 

国
際
協
力
機
構
上
級
審
議
役
 

戸
田
隆
夫
氏
 

シ
ス
テ
ム
を
作
り
世
の
中
を
作
る
 

厚
生
労
働
省
 
大
臣
官
房
技
術
・
国
際
保
健
 

総
括
審
議
官
　
福
田
祐
典
氏
 

各
国
の
関
係
省
庁
と
の
医
療
協
力
を
推
進
 

　
二
〇
一
四
年
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
医
療
水
準
の

向
上
、
健
康
増
進
、
疾

病
予
防
を
担
う
人
材
を

八
〇
〇
〇
人
育
成
す
る

こ
と
を
目
標
に
、「
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
健
康
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
」を
開
始
し
ま
し
、
す
で
に
四
五
〇
〇

人
に
研
修
を
行
な
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年

は「
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施

し
、
知
識
と
経
験
の
共
有
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
現
在
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ド
ク
タ
ー
一
六
九
人
、

理
学
療
法
士
一
三
〇
〇

人
、
そ
し
て
、
作
業
療

法
士
は
一
人
と
い
う
状
況
で
す
。
こ
の
人
材
不

足
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
国
際
医
療
福
祉
大

学
の
支
援
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
で
初
め
て
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
を
作
る
た
め
に
、
な
お
一
層
、
連
携
を
深
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
我
々
が
設
定
し
て
い

る
人
材
開
発
の
ゴ
ー
ル

は
「
ト
レ
ー
ナ
ー
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
、
「
学

生
の
国
際
的
活
動
の
準
備
」

で
す
。
国
際
医
療
福
祉
大
学
に
は
、
留
学
生
の
受

け
入
れ
、
客
員
教
授
の
派
遣
を
含
め
た
ス
タ
ッ
フ

の
交
流
、
オ
ン
ラ
イ
ン
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な
ど
の
リ

ソ
ー
ス
、
さ
ら
に
は
、
研
究
関
係
の
交
流
な
ど
多

大
な
る
支
援
を
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
昨
年
、
国
際
医
療
福

祉
大
学
と
覚
書
が
締
結

さ
れ
、
教
員
や
学
生
の

交
流
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の

開
催
、
学
際
的
な
学
術
交
流
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
年
七
月
に
は
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
学
生

一
五
人
と
教
員
二
人
が
ラ
オ
ス
で
研
修
し
、
病

院
や
パ
ス
ツ
ー
ル
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
な
ど

訪
問
し
、
有
意
義
な
学
生
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
二
〇
一
三
年
に
我
が

国
の
三
大
学
と
学
術
協

力
協
定
が
締
結
さ
れ
、

翌
年
に
は
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
二
〇
一
五
年
に
は
国
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
と
の
交
流
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
回
、
医
学
部
留
学
生
と
し
て
奨
学
金

を
受
け
な
が
ら
日
本
で
学
ぶ
機
会
を
い
た
だ
き
、

将
来
の
医
学
教
育
を
担
う
人
材
が
育
つ
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
国
際
協
力
で
は
、
人

材
育
成
と
は
シ
ス
テ
ム

を
作
る
こ
と
、
世
の
中

を
作
っ
て
い
く
こ
と
だ

と
理
解
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
種
類
の
人
材
が
お
互
い
を
考
え
な
が
ら

動
く
、
そ
う
い
う
人
材
を
作
ら
な
い
と
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
。
国
際
医
療
福
祉
大
学
が
長
年
に

わ
た
っ
て
医
療
福
祉
専
門
職
の
教
育
の
経
験
を

ふ
み
、
医
学
部
を
作
ら
れ
た
こ
と
は
す
ば
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
 

　
国
際
医
療
福
祉
大
学

と
は
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院

や
ハ
ノ
イ
医
科
大
学
を

通
じ
て
、学
生
、教
員
間

で
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
本

型
の
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
す
る
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
行
し
て
お
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
成
功
の
鍵
で
あ
る「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

ハワイ大学カピオラニ・コミュニティカレッジ 

フィラデルフィア科学大学メイズカレッジ 

ピッツバーグ大学 

コロラド大学デンバー校 

グリフィス大学 

アルカラ大学 

イーストアングリア大学※ 

パリ第11大学※ 

センメルワイス大学 

元培医事科技大学 

マヒドン大学（公衆衛生学部） 

クリスチャン大学 

首都医科大学康復医学院 

建陽大学校◎ 

仁済大学校◎ 

乙支大学校 

大邱韓医大学校 

国立ヤンゴン第一医科大学◎ 

国立ヤンゴン医療技術大学 

国立ヤンゴン看護大学 

ホーチミン市医科薬科大学◎ 

国立ハノイ医科大学◎ 

モンゴル国立医科大学◎ 

ラオス国立健康科学大学◎ 

ウダヤナ大学 

マネージメント＆サイエンス大学◎ 

フィリピン大学マニラ校 

カンボジア国立保健科学大学 

TAFE クイーンズランド 

中国リハビリテーション研究センター 

ナンヤンポリテクニック 

国立チョーライ病院◎ 

国立バックマイ病院◎ 

タイ国立クイーンシリキット小児病院※ 

アメリカ 

 

 

 

オーストラリア 

スペイン 

イギリス 

フランス 

ハンガリー 

台湾 

タイ 

 

中国 

韓国 

 

 

 

ミャンマー 

 

 

ベトナム 

 

モンゴル 

ラオス 

インドネシア 

マレーシア 

フィリピン 

カンボジア 

オーストラリア 

中国 

シンガポール 

ベトナム 

 

タイ 

大学・機関・病院名 種
別 

大
学 

機
関 

下記の協定校・施設は2016年11月現在のもので、 
今後さらに増加する予定です。 

※は締結予定。◎は臨床実習実施予定機関。 

国別 

　
こ
れ
か
ら
は
、
医

療
制
度
の
連
携
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
資
格

の
連
携
協
力
と
い
っ

た
こ
と
が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
健
康
、
介
護
の
実
現

は
、
一
か
国
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
国
際
医

療
福
祉
大
学
は
、
ア
ジ
ア
の
連
携
の
リ
ー
ド
機

関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
積
極
的
な

取
り
組
み
に
よ
っ
て
人
材
育
成
を
は
か
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

：
 

●
●
●
 

●
●
●
 

●
●
●
 

●
●
●
 

●
●
●
 

●
●
●
 

●
●
●
 

●
●
●
 

●
●
●
 

●
●
●
 

●
●
●
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海外学術協定校・施設一覧 

84  

30  

23  

1  

2  

5  

2  

3  

1  

1  

 

1  

 

 

 

 

 

153 

109  

24  

4  

14  

9  

5  

3  

5  

2  

2  

3  

1  

2  

2  

1  

1  

1  

188  

341 

中国 

韓国 

台湾 

ミャンマー 

ネパール 

モンゴル 

タイ 

ベトナム 

インドネシア 

カンボジア 

ケニア 

ラオス 

ブラジル 

パラグアイ 

アメリカ 

キルギス 

ポルトガル 

小計 

合計 

大学院 学部 

留学生の受け入れ状況 

（2016年11月現在・留学生別科を除く） 

国
際
ト
ピ
ッ
ク
ス
 

国
際
ト
ピ
ッ
ク
ス
 

特
集

1

特
集

1



特
集

2

特
集

2

October 8th Sat.～9th Sun. 2 016

「21Colors　～みんな輝く色～」 

風
花
祭
 

風
花
祭
 

今年のテーマは 

今年で21回目を迎える風花祭を「自分たちなりの色を出して成功させたい」 

という願いが込められた。多くの人が関わるなかで、一人ひとりがその役割を 

果たすことは、本学が推進している「チーム医療・チームケア」にも通じ、 

さらには、多様性を受け入れるという視点は、現在、世界中で起こっている 

不幸な現実に思いを至らせ、柔軟な感性の大切さを考えるきっかけに 

なるものであった。 

「アカペラサークル和音」の心地よいハーモニーに、 
来場者や学生が体でリズムをとりながら聞き入った。 
 

コスプレでアピールするのは、 
創作イラスト・小説のサークル 
「湯元のスウィッチ」。 

今年も癒し空間を提供した 
大学院助産学分野の 
アロマハンドマッサージ。 

ボランティアグループ「かざはな」による恒例の「満
喫ツアー」。今年もキャンパス内の施設利用者
に風花祭を楽しんでいただいた。 

風花祭 
か ざ は な さ い  
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屋内イベントも充実 

あちこちで部活のアピールも 

雨が降っても屋台は大繁盛！ 

大田原キャンパス 

（大田原キャンパス広報室　金井雅之） 

第21回 

実行委員長は薬学科2年の 
塚本雄太さん。（岐阜県立岐阜北高校出身） 

実行委員総勢160人を束ねる 
大役をつとめた。 

8日には、本学教育後援会 
第19回「会員のつどい」を
開催し、武田弘志薬学部
長が、「ストレスを知って心
身の健康を保とう」と題し
て記念講演を行った。その後、
各学科に分かれて学科別
懇談会を開催した。 

今年は、時折大粒の雨も落ち
るあいにくの空模様。屋外の
仕事は傘を手放せなかった。 

6年目になった被災地支援 

今年も、医療福祉・マネジメント学科 介護福祉コースの学生が、宮城県岩沼市からの
仕入れたきゅうり、冬瓜、ブロッコリー、レタス、白菜、じゃがいも、ぎんなん、梅ぼしを販売
し、同じテントで、その野菜を使ったシチューを販売した。後日、学生が売上金と募金か
ら116,658円を岩沼市に持参して寄付した。 

●
ほ
か
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学
祭
の
様
子
は
14
〜
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 



海
外
 

保
健
福
祉
事
情
 

The Overseas TrainingThe Overseas Training

　
本
学
の
三
つ
の
基
本
理
念
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
国
際
性
を
目
指
し
た
大
学
」
と
は
、
「
国

際
的
セ
ン
ス
を
備
え
、
い
か
な
る
国
の
人
々

と
も
伸
び
伸
び
と
協
働
で
き
る
真
の
国
際
人

を
育
成
す
る
こ
と
」
。
 

　
今
年
も
、
夏
休
み
期
間
中
の
約
二
週
間
、

総
合
教
育
科
目
で
あ
る「
海
外
保
健
福
祉
事
情
」

を
実
施
し
た
。
約
三
か
月
の
国
内
事
前
研
修

の
あ
と
、
今
年
は
一
一
か
国
に
一
七
グ
ル
ー

プ
が
赴
き
、
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
も
と
、

医
療
現
場
に
触
れ
た
り
、
現
地
の
学
生
と
交

流
し
た
り
な
ど
、
貴
重
な
経
験
を
積
ん
で
き
た
。
 

　
今
号
で
は
、
こ
の
う
ち
一
〇
グ
ル
ー
プ
の

レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
す
る
。
 

成
田
保
健
医
療
学
部
 

理
学
療
法
学
科
 

学
科
長
　
西
田
裕
介
 

国
際
性
豊
か
な
 

医
療
人
の
育
成
に
向
け
て
 

小
田
原
保
健
医
療
学
部
 

作
業
療
法
学
科
 

二
年
 
齋
藤
朋
香
 

日
本
を
離
れ
て
こ
そ
 

見
え
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 

医
学
検
査
学
科
 

二
年
　
小
峠
真
唯
 

日
本
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
 

知
る
貴
重
な
体
験
の
連
続
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●台湾の民族文化「龍踊り」に挑戦 

●ハノイ医科大学にて 

●中薬房での「生薬の計量」の実習 
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特
集

3

特
集

3
海
外
保
健
福
祉
事
情
 

海
外
保
健
福
祉
事
情
 ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
 

中
国
・
台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム
 

（
国
際
室
　
藤
原
志
保
）
 

　
今
回
の
研
修
を
通
し
て
タ
イ
と
日
本
の
文

化
、
看
護
の
相
違
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
は
、
タ
イ

で
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
見
学
し
た
大
き
な
病

院
は
、
外
国
人
へ
の
対
応
が
し
っ
か
り
な
さ

れ
て
い
た
。
ど
ん
な
小
さ
な
村
に
も
寺
院
が

あ
り
、
人
は
亡
く
な
る
と
生
ま
れ
変
わ
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
思
想
か
ら
、
死
に
対
す

る
恐
怖
が
な
い
と
い
う
文
化
の
違
い
に
は
興

味
が
持
て
た
。
 

　
一
方
、
ど
こ
の
国
で
も
患
者
さ
ん
を
第
一

に
考
え
て
、
看
護
や
治
療
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
有
意
義

な
研
修
に
な
っ
た
。
 

国
に
よ
る
相
違
と
、ど
の
国
に
も
 

共
通
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
 

福
岡
看
護
学
部
 

看
護
学
科
 

三
年
 
山
本
詩
乃
 

ベ
ト
ナ
ム
の
医
療
事
情
の
現
状
を
 

学
ん
だ
一
一
日
間
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 

理
学
療
法
学
科
 

講
師
　
江
口
雅
彦
 

タ
イ
の
温
か
み
を
感
じ
る
 

充
実
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 

理
学
療
法
学
科
 

准
教
授
 
金
子
秀
雄
 

●
●
●
 

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
訪
れ
る
前
は
、
こ
の
国
の

イ
メ
ー
ジ
は
「
日
本
の
四
〇
年
前
の
医
療
技
術
」

と
い
う
大
雑
把
な
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、

実
際
に
訪
れ
て
み
る
と
、
医
療
だ
け
で
な
く

政
治
や
国
民
性
、
国
に
と
っ
て
の
宗
教
の
大

切
さ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

病
院
や
施
設
の
運
営
や
設
備
・
器
具
は
ほ
と

ん
ど
寄
付
で
成
り
立
っ
て
い
る
そ
う
で
、
あ

る
高
齢
者
施
設
で
は
、
設
立
に
あ
た
っ
て
寄

付
し
た
数
千
人
の
名
前
が
壁
一
面
に
彫
ら
れ

て
い
る
光
景
が
印
象
的
だ
っ
た
。
 

　
今
回
私
は
都
市
部
し
か
見
て
い
な
い
が
、

ま
た
別
の
社
会
が
存
在
す
る
地
方
の
医
療
事

情
に
も
強
い
関
心
を
持
っ
た
。
 

　
事
前
学
習
で
ベ
ト
ナ
ム
の
現
状
や
医
療
制

度
な
ど
を
調
べ
て
い
た
が
、
現
地
を
訪
れ
る

こ
と
で
日
本
と
は
違
う
光
景
を
目
の
当
た
り

に
し
た
。
研
修
で
訪
れ
た
い
ず
れ
の
病
院
も
、

二
人
以
上
の
患
者
さ
ん
が
一
つ
の
ベ
ッ
ド
を

共
有
し
て
い
た
。
日
本
で
は
決
し
て
見
な
い

光
景
で
あ
り
、
衝
撃
を
受
け
た
。
ま
た
、
患

者
さ
ん
の
お
世
話
を
す
る
の
は
看
護
師
で
は

な
く
、
主
に
患
者
さ
ん
の
家
族
だ
っ
た
。
 

　
海
外
研
修
で
し
か
体
験
で
き
な
い
、
日
本

と
は
異
な
っ
た
現
地
の
医
療
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
、
将
来
に
役
立
つ
貴
重
な
体

験
で
あ
っ
た
。
 

　
初
め
て
海
外
保
健
福
祉
事
情
の
引
率
を
行

っ
た
。
研
修
国
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
、
学
生
一

五
名
と
引
率
教
員
二
名
で
渡
航
し
た
。
 

　
ヤ
ン
ゴ
ン
看
護
大
学
、
ヤ
ン
ゴ
ン
科
学
技

術
大
学
と
連
携
し
、

医
療
福
祉
の
施

設
見
学
を
は
じ
め
、

大
学
間
の
学
生

交
流
な
ど
、
大

変
充
実
し
た
内

容
の
濃
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
展
開

さ
れ
た
。
 

　
来
年
度
か
ら

は
新
た
に
成
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の

学
生
も
加
わ
る

こ
と
に
な
る
。

●ヤンゴン科学技術大学の皆さんとの記念撮影 

●ワット（寺院）カノンの前にて 

　
元
培
醫
事
技
科
大
学
で
の
講
義
は
、
座
学
だ

け
で
は
な
く
、
実
際
の
体
験
や
日
本
文
化
と
の

比
較
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
て
、

中
国
語
に
馴
染
み
の
な
い
学
生
に
も
理
解
し
や

す
く
、
教
員
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
内
容
で

あ
っ
た
。
病
院
見
学
は
、
学
科
を
考
慮
し
た
グ

ル
ー
プ
分
け
や
見
学
内
容
が
用
意
さ
れ
、
学
生

の
発
言
も
多
く
有
意
義
な
見
学
と
な
っ
た
。
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
生
と
と
も

に
学
生
寮
に
滞

在
し
た
。
学
生

同
士
で
遊
び
に

行
っ
た
り
、
ス

ポ
ー
ツ
を
し
た

り
と
、
国
際
交

流
の
よ
い
経
験

に
な
っ
た
と
思

う
。
帰
国
の
際
、

両
国
の
学
生
が

涙
で
別
れ
を
惜

し
む
姿
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。
 

　
八
月
四
日
か
ら
一
二
日
間
の
研
修
に
二
九

名
（
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
一
一
名
、
大
川
キ
ャ

ン
パ
ス
一
八
名
）
の
学
生
が
参
加
し
た
。
 

　
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
を
拠
点
に
展
開
し
た

一
〇
日
間
の
研
修
は
、
大
学
紹
介
か
ら
始
ま
り
、

タ
イ
ダ
ン
ス
体
験
や
自
然
の
体
感
、
四
つ
の
医

療
福
祉
施
設
・
エ
イ
ズ
寺
院
・
世
界
遺
産
の
見

学
、
水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
買
い
物
、
そ
し
て

タ
イ
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
と
充
実
し
た
内
容
で
あ

っ
た
。
初
め
て
の
タ
イ
を
経
験
し
、
後
半
は

疲
れ
を
隠
せ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
温
か

み
の
あ
る
人
柄
に
支
え
ら
れ
、
最
終
日
の
タ

イ
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
み
ん
な
元
気
を
取
り
戻
し

て
無
事
帰
国
し
た
。
 

　
研
修
は
ハ
ノ
イ
の
国
立
バ
ッ
ク
マ
イ
病
院

と
ハ
ノ
イ
医
科
大
学
で
行
わ
れ
、
福
岡
看
護

学
部
と
福
岡
保
健
医
療
学
部
の
五
学
科
か
ら

二
四
名
が
参
加
し
た
。
 

　
い
ず
れ
も
ハ
ノ
イ
の
基
幹
病
院
で
あ
り
、

各
部
門
の
医
療
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
学

ん
だ
。
日
本
と
大
き
く
異
な
る
医
療
の
現
状

を
目
の
当
た
り
に
し
、
戸
惑
う
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
研
修
を
進
め
る
う
ち
に
、
限
ら
れ
た

医
療
資
源
の
な
か
で
最
大
限
の
医
療
を
提
供

し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
ま
た
、
ベ

ト
ナ
ム
の
文
化
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た

有
意
義
な
一
一
日
間
で
あ
っ
た
。
 

　
大
学
や
訪
問
先
の
先
生
方
は
、
日
本
語
に

翻
訳
し
な
が
ら
講
義
や
説
明
を
し
て
く
れ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
、
私
の
拙
い
英
語
を

理
解
し
、
日
本
語
や
中
国
語
を
翻
訳
し
な
が
ら
、

私
た
ち
を
い
つ
も
気
遣
っ
て
く
れ
た
。
例
え
ば
、

自
由
行
動
で
校
外
を
散
策
す
る
と
き
は
、
安

全
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
知
ら
な
い
こ
と
は

調
べ
て
、
私
た
ち
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
常

に
考
え
て
く
れ
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

る
と
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
喜
び
だ
と
言
う
。

こ
の
姿
勢
は
、
医
療
職
を
め
ざ
す
私
た
ち
に

と
っ
て
重
要
な
こ
と
だ
。
ま
た
、
日
本
と
異

な
る
生
活
や
習
慣
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
視

野
が
広
が
っ
た
。
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 

医
学
検
査
学
科
 

二
年
 
山
浦
栄
子
 

「
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
喜
び
」
 

と
い
う
言
葉
か
ら
学
ん
だ
こ
と
 

保
健
医
療
学
部
 

視
機
能
療
法
学
科
 

技
術
助
手
　
鎌
田
泰
彰
 

教
員
に
も
参
考
に
な
っ
た
 

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

　
北
京
で
の
研
修
は
、
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
研
究
セ
ン
タ
ー
の
薬
局
、
理
学
療
法
学
科
・

作
業
療
法
学
科
・
言
語
聴
覚
学
科
で
の
体
験
実
習

を
中
心
に
実
施
し
た
。
北
京
協
和
病
院
や
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
事
務
所
へ
の
訪
問
も
あ
り
、
中
国
に
お
け

る
医
療
分
野
の
現
状
だ
け
で
は
な
く
、
西
洋
医

学
の
歴
史
や
日
本
が
行
っ
て
い
る
国
際
協
力
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
夜
や
休
日
に
は
、

観
劇
を
楽
し
ん
だ
り
、
万
里
の
長
城
や
頤
和
園

な
ど
の
景
勝
地
を
訪
れ
た
り
し
た
。
研
修
に
あ

た
り
、
綿
密
な
計
画
や
準
備
、
現
場
で
の
臨
機

応
変
な
対
応
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
Ｃ
Ｒ
Ｒ
Ｃ

の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 

作
業
療
法
学
科
 

准
教
授
 
新
川
寿
子
 

西
洋
医
学
の
歴
史
や
 

日
本
の
国
際
協
力
も
学
ん
だ
 

　
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ

ー
で
の
研
修
は
学
生
の
専
攻
ご
と
に
実
習
内

容
が
分
か
れ
て
お
り
、
私
は
限
ら
れ
た
期
間

の
中
で
存
分
に
中
国
薬
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
中
国
の
医
療
面
を
学
ぶ

だ
け
で
は
な
く
、
中
国
文
化
や
世
界
遺
産
に

触
れ
た
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
活
動
を
知
っ
た
り

な
ど
研
修
内
容
が
充
実
し
て
い
た
。
渡
航
前

に
は
不
安
も
あ
っ
た
が
、
現
地
の
方
々
に
親

切
に
接
し
て
い
た
だ
き
、
問
題
な
く
研
修
を

終
え
た
。
海
外
研
修
を
通
し
て
多
く
の
こ
と

を
学
び
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
経

験
を
生
か
し
、
今
後
も
勉
学
に
励
ん
で
い
き

た
い
。
 

薬
学
部
 

薬
学
科
 

二
年
 
石
黒
静
花
 

中
国
薬
に
つ
い
て
 

充
実
し
た
学
び
を
体
験
し
た
 

ベ
ト
ナ
ム
 

国
立
バ
ッ
ク
マ
イ
病
院
・
ハ
ノ
イ
医
科
大
学
 

タ
イ
 

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
 

台
湾
 

元
培
醫
事
技
科
大
学
 

ミ
ャ
ン
マ
ー
 

ヤ
ン
ゴ
ン
看
護
大
学
・
ヤ
ン
ゴ
ン
科
学
技
術
大
学
 

中
国
 

中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
 



The Overseas TrainingThe Overseas Training

福
岡
看
護
学
部
 

看
護
学
科
 

三
年
 
辻
 
桜
子
 

事
前
学
習
と
現
場
と
の
違
い
を
 

知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
収
穫
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●お世話になったホストファミリーとの記念撮影 

●高齢者介護施設で「JAPAN DAY」を開催して利用者と交流した 

●「JAPAN DAY」で、毛筆で自分の名前を書く利用者 
●病理組織検査実習（染色） 

13 IUHW Public Relations Magazine 2016.12 12

特
集

3

特
集

3
海
外
保
健
福
祉
事
情
 

海
外
保
健
福
祉
事
情
 オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
 

韓
国
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 

　
八
月
四
日
〜
一
七
日
、
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス

五
名
、
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
三
名
の
学
生
が
イ

ギ
リ
ス
研
修
に
参
加
し
た
。
 

　
看
護
師
な
ど
の
医
療
専
門
職
を
養
成
す
る

イ
ー
ス
ト
ア
ン
グ
リ
ア
大
学
保
健
医
療
学
部

が
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
医

療
制
度
、
医
療
専
門
職
の
養
成
に
関
す
る
講

義
に
加
え
、
作
業
療
法
士
、
助
産
師
、
手
術

室
技
師
な
ど
専
門
職
に
よ
る
講
義
も
あ
っ
た
。

講
師
は
、
映
像
や
模
型
を
使
っ
て
理
解
を
促

進
し
、
質
問
に
答
え
る
形
で
知
識
を
提
供
さ

れ
た
。
講
義
に
関
連
す
る
施
設
見
学
も
あ
り
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

理
解
し
や
す
い
講
義
と
 

講
義
に
関
連
し
た
施
設
見
学
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 

理
学
療
法
学
科
 

講
師
 

江
武
 

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
 

体
験
が
で
き
た
 

薬
学
部
 

薬
学
科
 

二
年
 
若
林
諒
 

愛
す
べ
き
国
民
性
に
触
れ
た
 

初
め
て
の
海
外
体
験
 

小
田
原
保
健
医
療
学
部
 

作
業
療
法
学
科
 

准
教
授
　
篠
崎
雅
江
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 

医
学
検
査
学
科
 

教
授
　
宇
治
義
則
 

●
●
●
 

　
二
週
間
と
い
う
短
い
期
間
だ
っ
た
が
、
事

前
学
習
を
し
た
う
え
で
、
実
際
に
イ
ギ
リ
ス

の
医
療
制
度
な
ど
を
学
ん
で
い
く
こ
と
で
、

自
分
た
ち
が
調
べ
て
い
た
こ
と
と
実
際
の
現

場
で
の
違
い
を
知
っ
た
。
ま
た
、
本
学
が
イ

ギ
リ
ス
で
海
外
研
修
を
行
う
の
は
初
め
て
だ

っ
た
が
、
イ
ー
ス
ト
ア
ン
グ
リ
ア
大
学
の
方
々

が
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
て
く

だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
充
実
し
た
日
々
を
送

る
こ
と
が
で
き
た
。
病
院
見
学
で
は
私
た
ち

が
日
本
の
病
院
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
救
急

の
現
場
に
も
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
 

　
今
年
初
め
て
実
施
し
た
イ
ギ
リ
ス
研
修
を

含
め
て
、
一
〇
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

引
率
教
員
と
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
た
。

多
く
の
レ
ポ
ー
ト
が
、
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
の

丁
寧
な
指
導
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
日
本

で
生
活
し
て
い
る
だ
け
で
は
気
づ
く
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
、
新
た
な
視
点
を
得
た
驚
き

や
喜
び
に
触
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
地
の
学

生
と
過
ご
し
た
時
間
は
、
国
際
交
流
に
目
を

向
け
る
絶
好
の
体
験
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
 

　
今
号
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
の

レ
ポ
ー
ト
は
次
号
で
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。
 

●本学初のイギリス研修を実施したイーストアングリア大学 

　
八
月
四
日
〜
一
七
日
、
世
界
遺
産
の
町
・
ケ

ア
ン
ズ
の
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
の
研
修
に
、
学
生
二
七
名

と
教
員
二
名
が
参
加
し
た
。
内
容
は
、
語
学
研

修
に
加
え
、
①
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
医
療
制
度
 

②
認
知
症
概
論
 
③
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
見
学
 

④
リ
フ
タ
ー
に
よ
る
患
者
搬
送
ガ
ウ
ン
テ
ク
ニ

ッ
ク
実
習
 
⑤
学
生
に
よ
る
日
本
文
化
の
紹
介

―
で
あ
る
。
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
の
海

外
で
あ
り
新
鮮
な
体
験
に
な
っ
た
。
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ

の
担
当
者
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
な

ど
か
ら
親
身
の
ご
対
応
を
い
た
だ
き
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
愛
す
べ
き
国
民
性
に
感
激
し
た
。
 

言
葉
の
大
切
さ
と
言
葉
以
上
に
 

大
切
な
も
の
を
知
っ
た
 

小
田
原
保
健
医
療
学
部
 

作
業
療
法
学
科
 

二
年
 
諸
星
明
日
香
 

　
八
月
四
日
か
ら
一
七
日
の
日
程
で
、
ケ
ア

ン
ズ
で
海
外
研
修
を
行
っ
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
は
と
て
も
温
か
く
，
英
語
で
の
会
話

は
ル
ー
ム
メ
イ
ト
と
協
力
し
合
い
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
も
私
た
ち
が
わ
か
る
よ
う
に
話
し
て
く

れ
た
。
伝
え
た
い
気
持
ち
と
う
ま
く
言
葉
に
で

き
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
る
た
び
に
、
言
葉

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。
文
化
の
違
い
に

驚
く
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
毎
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

優
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
し
、
言
葉
以
上
に

大
切
な
も
の
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
一
生
忘
れ

な
い
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
。
 

　
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
午
前
は
医
療
用
語
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
特
有
の
表
現
な
ど
を
含
め

た
英
語
講
義
、
午
後
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

医
療
に
つ
い
て
の
講
義
、
大
学
病
院
や
高
齢

者
ケ
ア
施
設
な
ど
の
見
学
で
、
動
物
園
見
学

や
現
地
学
生
と
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
あ
っ
た
。
 

さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
感
じ
、
他
キ
ャ

ン
パ
ス
や
現
地
の
学
生
と
と
も
に
時
間
を
過

ご
し
な
が
ら
、
出
会
い
の
素
晴
ら
し
さ
を
知

っ
た
。
こ
の
研
修
は
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
自
分

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。
ぜ
ひ

来
年
多
く
の
人
に
体
験
し
て
ほ
し
い
。
 

　
大
田
原
、
福
岡
、
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学

生
二
六
名
と
教
員
二
名
で
参
加
し
た
。
 

　
英
語
の
授
業
は
常
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
で
、
日
常
会
話
の
練
習
に
始
ま
り
、
次

第
に
医
療
英
語
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化

紹
介
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。
最
終
日
の
送
別

会
で
、
学
生
が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
講
師

の
先
生
た
ち
と
仲
良
く
会
話
し
て
い
る
姿
は
、

学
生
の
成
長
を
強
く
感
じ
た
。
高
齢
者
介
護

施
設
、
病
院
、
看
護
学
科
実
習
施
設
の
見
学
は
、

い
ず
れ
も
目
を
見
張
る
も
の
ば
か
り
で
、
他

国
の
医
療
、
文
化
を
学
ぶ
よ
い
機
会
で
あ
っ
た
。
 

 
薬
学
部
 

薬
学
科
 

准
教
授
 
藤
井
幹
雄
 

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
 

学
生
の
成
長
に
感
動
 

福
岡
看
護
学
部
 

看
護
学
科
 

三
年
　
西
田
夏
菜
 

医
療
福
祉
、語
学
、生
活
な
ど
 

学
び
の
多
い
滞
在
だ
っ
た
 

　
今
回
で
三
回
目
と
な
る
が
、
本
学
の
要
望
に

沿
っ
た
内
容
も
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
感
謝
し

て
い
る
。
講
義
や
実
習
、
病
院
見
学
、
市
内
視

察
と
非
常
に
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

日
韓
の
医
療
事
情
の
違
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
今
後
の
学
修
に
向
け
て
貴
重
な
経
験

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材

育
成
に
は
、
海
外
へ
足
を
運
ぶ
こ
と
は
極
め
て

重
要
で
、
引
率
教
官
と
し
て
も
多
く
の
刺
激
を

受
け
た
。
今
後
も
学
生
間
お
よ
び
職
員
間
の
交

流
を
継
続
さ
せ
、
さ
ら
に
発
展
性
の
あ
る
関
係

が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 

医
学
検
査
学
科
 

教
授
　
佐
藤
信
也
 

充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
感
謝
し
 

さ
ら
な
る
関
係
の
構
築
を
願
う
 

　
医
学
検
査
学
科
に
特
化
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
病
理
組
織
標
本
の
作
成
実
習
や
臨
床
生

理
学
の
特
別
講
義
な
ど
、
充
実
し
た
内
容
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
病
院
見
学
で
は
、
韓
国
の

伝
統
医
療
「
韓
方
」
や
美
容
外
科
な
ど
、
韓

国
特
有
の
医
療
に
触
れ
、
視
野
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。
 

　
一
方
で
、
知
識
不
足
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
未
熟
さ
を
痛
感
し
、
医
療
従
事

者
を
め
ざ
す
う
え
で
の
課
題
が
明
確
に
な
っ

た
。
貴
重
な
機
会
を
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
回
の
経
験
を
学

業
に
生
か
し
、
未
来
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 

医
学
検
査
学
科
 

二
年
　
塚
本
の
は
ら
 

視
野
が
広
が
り
 

今
後
の
課
題
が
明
確
に
な
っ
た
 

　
福
岡
、
大
川
、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学

生
二
八
名
が
参
加
し
た
。
語
学
研
修
で
は
英

語
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
徐
々
に
他
国
の
学

生
と
の
会
話
が
増
え
、
医
療
福
祉
施
設
の
見

学
で
は
、
入
所
者
と
折
り
紙
や
書
道
と
い
っ

た
日
本
文
化
を
通
じ
て
交
流
を
は
か
っ
た
。

最
終
日
に
は
、
澄
み
き
っ
た
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー

ス
ト
の
青
空
の
も
と
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
涙
の
別
れ
を
経
験
し
た
。
 

　
教
員
と
し
て

は
、
引
率
を
通

じ
て
海
外
研
修

に
お
け
る
学
生

の
安
全
管
理
や
、

今
後
の
内
容
を

よ
り
充
実
さ
せ

る
た
め
に
何
が

必
要
か
を
再
考

す
る
よ
い
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
 

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
研
修
は
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
の
滞
在
の
た
め
、
現
地
の
文
化
や
生
活

に
じ
か
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
に
は
大
変
感
謝
し
て
い
る
。
 

　
州
立
の
職
業
専
門
学
校
兼
英
語
学
校
で
あ

る
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
国
の
人
と
一
緒
に
英
語
を
学
習
し
、

大
い
に
刺
激
を
受
け
た
。
ま
た
、
講
義
や
施

設
見
学
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
保
健
医
療

制
度
や
看
護
体
制
に
お
い
て
、
日
本
と
の
違

い
を
多
く
感
じ
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
変
貴

重
な
体
験
に
な
っ
た
。
 

成
田
保
健
医
療
学
部
 

理
学
療
法
学
科
 

講
師
 
志
村
圭
太
 

盛
り
だ
く
さ
ん
の
研
修
内
容
を
 

さ
ら
に
よ
い
も
の
に
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 

　

Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
ケ
ア
ン
ズ
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 

　

Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 

グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
 

イ
ギ
リ
ス
 

イ
ー
ス
ト
ア
ン
グ
リ
ア
大
学
 

韓
国
 

大
邱
韓
医（
テ
グ
ハ
ニ
）大
学
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 
●
成
田
　
●
小
田
原
 

●
福
岡
　

●
大
川
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

小
田
原
 

第40回 

（
学
務
課
　
下
田
智
香
子
）
 

●年間成績優秀賞の表彰式 ●特別講演でのロールプレイの様子 

●後夜祭終了後、全員が集まって成功を祝った。 

第
一
一
回
「
潮
風
祭
」
開
催
 

人
と
の
繋
が
り
 

〜
仲
間
と
地
域
の
人
々
と
〜
 

　
一
〇
月
八
〜
九
日
、
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
初

め
て
の
大
学
祭
を
開
催
し
た
。
 

　
大
学
祭
の
名
称
「
成
翔
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

「
空
の
玄
関
で
あ
る
成
田
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
翔
（
か
け
）
る
よ
う
に
」
と
い
う
想
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
初
回
は
「
僕

ら
が
創
る
一
ペ
ー
ジ
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
最

初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
　
　
　
　
　
 

　
初
日
は
、
屋
外

ス
テ
ー
ジ
で
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
華
々
し
く

開
幕
し
、
そ
の
後

も
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
や
バ
ン

ド
演
奏
が
彩
っ
た
。

屋
外
の
模
擬
店
も

グ
リ
ル
チ
キ
ン
、

カ
レ
ー
、
じ
ゃ
が

バ
タ
ー
、
留
学
生

有
志
が
出
店
し
た

チ
ヂ
ミ
・
水
餃
子

な
ど
多
岐
に
わ
た

っ
た
。
こ
れ
ら
の

模
擬
店
の
一
部
は
、

「
経
営
の
仕
組
み
」

の
授
業
に
組
み
込

ま
れ
て
い
て
、
学
生
は
店
舗
経
営
を
学
ぶ
た
め

に
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
（
利
益
の
一
部
は
成
田

市
内
の
医
療
福
祉
関
係
に
寄
付
さ
れ
る
予
定
）
。
 

　
こ
の
日
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
学
セ
ミ
ナ
ー
も
併
催
さ
れ
、
総
合
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
個
別
相
談
、
講
演
会
な
ど
各
イ
ベ
ン
ト

に
も
多
く
の
来
場
者
が
参
加
し
た
。
 

　
二
日
目
は
、夜
半
か
ら
の
荒
天
に
よ
り
、屋
外

で
イ
ベ
ン
ト

や
模
擬
店
は

困
難
と
な
っ
た
。

し
か
し
、急
遽
、

一
部
を
除
い

て
体
育
館
や

学
生
食
堂
に

場
所
を
移
し

て
開
催
し
た
。

学
生
た
ち
は
、

こ
の
ア
ク
シ

デ
ン
ト
に
対

し
て
も
前
向

き
に
、
か
つ

臨
機
応
変
に

対
応
し
た
。

こ
の
日
は
医

学
部
説
明
会

が
併
催
さ
れ
、

熱
心
な
保
護

者
の
姿
が
目

立
っ
た
。
 

　
来
場
者
に
は
、
普
段
と
違
っ
た
大
学
や
学
生

の
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
学
生
た
ち
に

と
っ
て
は
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
、
か
け
が
え

の
な
い
第
一
回
成
翔
祭
と
な
っ
た
。
 

 

●オープンキャンパスで看護体験をする来場者 

●灯明では熊本復興に向けてのメッセージが浮かび上がった 

●大学祭実行委員会のメンバー 

●華やかなステージパフォーマンス 

●雨にも負けず、活気のあった模擬店 

第
一
回
「
成
翔
祭
」
開
催
 

　
九
月
一
〇
日
、福
岡
看
護
学
部
二
号
館
に
て
、全

学
年
か
ら
六
九
組
七
八
名
の
参
加
の
も
と
福
岡

看
護
学
部
保
護
者
懇
談
会
を
開
催
し
た
。こ
の

保
護
者
懇
談
会
は
、保
護
者
の
方
々
に
と
っ
て
学

生
の
学
校
生
活
や
学
修
・
健
康
面
に
つ
い
て
教
員

に
直
接
相
談
で
き
る
、大
切
な
場
と
な
っ
て
い
る
。 

　
ま
ず
、全
体
会
で
は
担
当
の
教
員
か
ら
、教
務
・

実
習
・
国
際
交
流
・
学
生
生
活
・
国
家
試
験
・
就
職

な
ど
の
現
況
を
報
告
し
た
。そ
の
後
、希
望
者
を

対
象
に
個
別
面
談
を
行
っ
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
ブ

ー
ス
で
は
教
員
の
説
明
に
耳
を
傾
け
、熱
心
に
質

問
す
る
保
護
者
の
様
子
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
た
。

保
護
者
か
ら
は「
内
定
も
い
た
だ
き
、こ
こ
ま
で
成

長
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、「
先
生
方
の
教

育
へ
の
取
り
組
み
が
わ
か
っ
た
」、「
子
ど
も
を
安

心
し
て
学
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
だ
と
思
っ

た
」、「
面
談
で
先
生
と
直
接
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
。国
家
試
験
に
む
け
て
応
援
し
た

い
」な
ど
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。 

　
来
年
度
は
、保
護
者
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め

ら
れ
る
よ
う
な
保
護
者
懇
談
会
と
な
る
よ
う
工

夫
し
て
い
き
た
い
。 

平
成
ニ
八
年
 

保
護
者
懇
談
会
 

●ステージ企画の様子 

　
一
〇
月
八
日
、
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
蓮
翔
祭

を
開
催
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
絆
」
に

は
、
大
学
祭
を
通
し
て
同
じ
空
間
を
共
有
し
、
他

の
学
生
や
地
域
の
方
々
と
関
わ
り
、
助
け
合
い
な

が
ら
絆
を
深
め
て
い
こ
う
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
あ
い
に
く
の
雨
で
来
場
者
は
例
年
よ

り
少
な
か
っ
た
が
、
ス
テ
ー
ジ
企
画
で
は
「
ミ
ス

コ
ン
・
ミ
ス
タ
ー
コ
ン
」、「
う
た
う
ま
」、「
バ
ン

ド
ラ
イ
ブ
」な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
で
は
例
年
以

上
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。
ま
た
、
雨
で

開
店
が
危
ぶ
ま
れ
た
屋
台
で
は
、
売
り
切
れ
る
と

こ
ろ
が
出
る
な
ど
盛
況
で
あ
っ
た
。
同
日
開
催
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
は
高
校
生
や
保
護

者
の
方
々
も
多
数
来

場
い
た
だ
き
、
普
段

と
は
ひ
と
味
違
う
大

学
を
体
感
し
て
い
た

だ
け
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
 

　
準
備
段
階
か
ら
当

日
ま
で
を
振
り
返
る

と
、
楽
し
い
こ
と
ば

か
り
で
は
な
く
、
つ

ら
く
大
変
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
ス
テ
ー
ジ
の
出
演

者
が
ス
ム
ー
ズ
に
決
ま
ら
ず
苦
労
し
た
こ
と
や
、

当
日
の
集
客
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
直
面
し
た
が
、
そ
の
都
度
全
員
が
協

力
し
て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
学
祭
実

行
委
員
長
と
し
て
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
態

で
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、
先
輩
や
先
生
方
、
協

賛
い
た
だ
い
た
企
業
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
無
事

大
学
祭
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

第
八
回
「
蓮
翔
祭
」
開
催
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

成
田
 

第5回 

Campus report Campus report

　
一
〇
月
八
日
〜
九
日
、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

に
て
第
一
一
回
潮
風
祭
を
開
催
し
た
。
 

　
一
日
目
は
、
教
育
後
援
会
「
会
員
の
つ
ど
い
」

の
特
別
講
演
と
し
て
、
本
学
の
学
生
相
談
員
で

あ
り
、
臨
床
心
理
士

の
梶
原
佳
子
先
生

が『
私
の
気
持
ち
・

家
族
の
気
持
ち
 

〜
視
点
を
変
え
る

と
見
え
て
く
る
も
の
、

感
じ
る
も
の
〜
』

を
テ
ー
マ
に
講
演

し
た
。
後
半
は
参

加
者
を
三
〜
六
人

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
仮
想
家
族
に
見
立
て
た

「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
」
が
行
わ
れ
、
各
グ
ル
ー
プ

か
ら
役
に
な
り
き
っ
た
に
ぎ
や
か
な
声
が
時
間

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
飛
び
交

う
和
や
か
な
講
演
と
な

っ
た
。
 

　
講
演
終
了
後
の
「
会

員
の
つ
ど
い
」
の
全
体

集
会
で
は
、
「
年
間
成

績
優
秀
者
」
の
表
彰
式

を
行
っ
た
。
例
年
は
前

期
定
期
試
験
前
に
会
議

室
で
受
賞
学
生
と
教
職

員
だ
け
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
回
、
看
護
学

科
四
年
の
神
田
具
子
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
で
「
こ

の
機
会
が
さ
ら
な
る
勉
強
の
励
み
に
な
り
ま
す
」

と
述
べ
た
よ
う
に
、
一
年
間
頑
張
っ
て
き
た
学

生
が
、
そ
の
成
果
を
保
護
者
の
方
々
に
対
し
て

披
露
で
き
る
絶
好
の
場
に
な
っ
た
。
 

　
一
般
公
開
終
了
後
の
後
夜
祭
で
は
、
軽
音
部

の
演
奏
に
始
ま
り
、
恒
例
に
な
っ
た
学
科
ム
ー

ビ
ー
、
ダ
ン
ス
部
の
発
表
、
各
企
画
の
表
彰
と
、

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
潮
風
祭
の
最
後
を
堪
能

し
た
い
と
い
う

学
生
の
想
い
が

凝
縮
し
、
大
変

な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
。
 

　
昨
年
の
潮
風

祭
終
了
直
後
か

ら
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
始
し
て

作
り
上
げ
て
き

た
が
、
今
年
度

か
ら
一
年
生
は

城
内
校
舎
で
の

授
業
が
中
心
に

な
っ
た
た
め
、

本
校
舎
に
い
る

先
輩
か
ら
の
引
継
ぎ
や
連
絡
、
移
動
な
ど
が
難

し
く
、
進
行
に
遅
れ
が
目
立
っ
た
。
し
か
し
、

実
行
委
員
長
の
中
村
拓
矢
さ
ん
を
は
じ
め
二
年

生
代
表
者
の
頑
張
り
も
あ
り
、
各
学
科
学
年
・

学
友
会
・
部
活
動
の
屋
台
出
店
や
ス
テ
ー
ジ
企

画
は
ど
れ
も
、
今
年
の
テ
ー
マ
の
「
人
と
の
繋

が
り
」
を
大
切
に
と
い
う
思
い
の
あ
ふ
れ
た
も

の
と
な
っ
た
。
 

 

（
広
報
係
　
原
誠
一
）
 

　
一
〇
月
八
〜
九
日
、
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

月
華
祭
を
開
催
し
た
。
 

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
百
花
繚
乱
」
。
た
く
さ
ん

の
花
が
自
分
色
の
花
を
咲
か
せ
、
学
生
一
人
ひ
と

り
が
色
と
り
ど
り
の
美
し
さ
を
見
せ
て
く
れ
る
よ

う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
個
性
溢
れ
る
月
華
祭

を
作
り
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
た
。
 

　
一
日
目
は
、
予
報
通
り
の
悪
天
候
。
午
後
か

ら
の
ス
テ
ー
ジ
企
画
は
場
所
を
講
堂
に
移
し
て

実
施
し
た
が
、
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の
ス
テ
ー
ジ

や
吹
奏
楽
サ
ー
ク
ル
の
演
奏
な
ど
で
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
。
ま
た
、
屋

台
を
出
店
し
て
い
る
学
生

が
、
雨
の
中
最
後
ま
で
奮

闘
し
て
い
る
姿
は
印
象
深

か
っ
た
。
 

　
二
日
目
の
特
別
講
演
会

は
、
精
神
科
医
の
香
山
リ

カ
先
生
が『
弱
い
自
分
を

好
き
に
な
る
 

〜
生
き
る

力
を
作
る
法
則
』と
題
し

て
講
演
し
、
約
三
〇
〇
名

が
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

ま
た
、
同
日
開
催
の
大
川

市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
大

川
木
工
ま
つ
り
」
の
パ
レ

ー
ド
に
は
、
糸
山
泰
人
副

学
長
を
は
じ
め
、
大
学
祭
実
行
委
員
ら
が
参
加

し
て
賑
や
か
な
行
進
を
披
露
し
た
。
 

　
天
候
が
持
ち
直
し
た
こ
の
日
の
屋
外
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
「
軽
音
楽
部
ラ
イ
ブ
」
を
皮
切
り
に
、

「
デ
ー
ト
服
コ
ン
テ
ス
ト
」
、
「
腕
相
撲
大
会
」
、

「
ミ
ス
？
ミ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
、
「
国
福

グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
行
わ
れ
、
来
場
者
に
は
祭
り

の
雰
囲
気
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
。
 

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
飾
っ
た
の
は
、
開
学
以
来

続
く
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
伝
統
の
灯
明
で
あ
る
。

一
つ
ひ
と
つ
火
が
灯
さ
れ
て
い
き
、
全
て
の
灯

明
が
輝
い
て
い
る
壮
大
な
光
景
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
徐
々
に
浮
き
出
て
く
る
絵
を
待
つ
の
も

見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
。
今
回
は
、
く
ま
モ
ン
と

「
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
 
Ａ
Ｓ
 
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
の

文
字
が
描
か
れ
た
。
熊
本
地
震
の
復
興
へ
の
祈

り
を
込
め
て
灯
さ

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
あ
る
。
月
華
祭

を
通
じ
て
、
熊
本

へ
向
け
て
学
生
全

員
の
思
い
が
詰
ま

っ
た
自
分
色
の
大

輪
の
花
を
咲
か
せ

る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
。

消
え
ゆ
く
灯
明
を
、

満
足
そ
う
に
見
つ

め
る
学
生
た
ち
の
目
が
そ
う
語
っ
て
い
た
。
 

　
両
日
と
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
、

入
試
対
策
講
座
や
各
学
科
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
に

多
数
の
高
校
生
や
保
護
者
が
訪
れ
、
入
試
本
番

に
向
け
て
着
々
と
準
備
を
進
め
る
姿
勢
が
う
か

が
え
た
。
 

第
一
二
回
「
月
華
祭
」
開
催
 

（
入
試
学
生
募
集
課
　
白
水
明
生
）
 

（
学
生
係
　
李
晶
萍
）
 

（
看
護
学
科
二
年
　
中
村
喜
久
恵
）
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

福
岡
 

第30回 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

第44回 

大
川
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 
●
大
学
院
 
●
塩
谷
看
護
専
門
学
校
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

第14回 

大
学
院
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

第22回 

塩
谷
看
護
 

専
門
学
校
 

Campus reportTOPICS

（
事
務
　
石

友
子
）
 

●糸井教授（左）と蛭田所長（右） 

●前列左２人目から、 さん、新井田孝裕学科長、李さん、程さん 

●本学の研修施設の那須セミナーハウスでの様子 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
 

開
催
 

　
今
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
六
月
四

日
、
七
月
一
六
日
、
八
月
五
日
、
八
月
二
〇
日
、

九
月
一
〇
日
の
五
回

開
催
し
、
そ
の
う
ち

の
三
回
は
、
終
了
後
、

希
望
者
の
み
国
際
医

療
福
祉
大
学
病
院
、

国
際
医
療
福
祉
大
学

塩
谷
病
院
と
女
子
寮

の
見
学
を
行
っ
た
。

八
月
二
〇
日
は
こ
れ

ま
で
で
最
も
多
く
の

方
が
来
場
し
た
。
 

　
「
学
校
及
び
グ
ル
ー
プ
紹
介
」
か
ら
始
ま
り
、

「
入
試
・
学
費
・
奨
学
金
制
度
の
説
明
」
を
行

っ
た
。
そ
の
後
、
高

校
生
は
「
在
校
生
と

の
懇
談
会
」
と
教
員

や
学
生
で
毎
回
内
容

を
変
え
た
「
技
術
体
験
」

に
参
加
し
、
一
方
、

保
護
者
の
方
は
「
教

職
員
と
の
懇
談
会
」

と
「
施
設
内
見
学
」

に
参
加
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
懇
談
会
の
前
に
、
学
校
生
活
（
行
事
も

含
む
）
が
わ
か
る
二
年
生
自
主
製
作
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

放
映
し
た
と
こ
ろ
、
感
動
し
て
涙
を
流
さ
れ
る

保
護
者
の
方
が
い
た
。
ま
た
、
学
生
は
参
加
者

に
対
し
、
会
話
し
や
す
い
よ
う
に
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
教
職
員
も
保
護

者
の
方
に
再
度
、
学
費
・
奨
学
金
・
過
去
の
入

試
結
果
な
ど
を
説
明
し
、
質
問
し
や
す
い
雰
囲

気
を
作
っ
た
。
そ
れ
で
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
や

不
安
が
あ
る
方
に
は
「
個
別
相
談
」
を
行
っ
た
。
 

　
来
場
者
か
ら
は
、
「
技
術
体
験
の
と
き
、
先

生
と
学
生
の
仲
の
良
さ
、
信
頼
関
係
が
伝
わ
っ

て
き
て
、
私
も
貴
校
に

入
学
し
先
生
方
に
指
導

し
て
い
た
だ
き
た
い
と

強
く
思
っ
た
。
先
輩
方

も
優
し
く
、
質
問
に
熱

心
に
答
え
て
く
だ
さ
り

不
安
が
な
く
な
っ
た
」
、

「
先
生
方
も
真
摯
に
丁

寧
に
お
答
え
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
学
生
の
作
成
し

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
学
生
の
思

い
が
伝
わ
り
、
学
生
さ
ん
た
ち
の
心
の
豊
か
さ

が
感
じ
ら
れ
感
動
し
た
。
娘
に
安
心
し
て
入
学

さ
せ
ら
れ
る
。
入
学
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
」
、

「
個
人
的
な
不
安
に
も
親
切
に
答
え
て
い
た
だ

き
と
て
も
心
強
か
っ
た
」
な
ど
、
う
れ
し
い
感

想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
 

　
今
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
、
学
生
の

多
大
な
る
協
力
を
得
て
、
来
場
者
に
大
い
に
満

足
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
な
っ
た
。
 

 

（
大
学
院
運
営
室
　
近
納
一
重
）
 

大
学
院
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
 

開
催
 

　
九
月
一
〇
日
、
東
京
青
山
、
大
田
原
、
小

田
原
、
福
岡
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
を
同
時
双
方

向
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
で
結
び
、
大
学
院
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
た
。
参
加
者

は
一
七
三
名
を
数
え
、
昨
年
に
続
き
多
く
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。
 

　
対
象
と
す
る
分
野
・
専
攻
・
研
究
科
を
分
け
、

午
前
と
午
後
の
二

部
構
成
と
し
た
。

各
部
と
も
、
天
野

隆
弘
大
学
院
長
の

挨
拶
に
始
ま
り
、

大
学
院
の
特
徴
と

学
生
生
活
、
入
試

の
説
明
を
実
施
し

た
後
、
分
野
・
専

攻
ご
と
の
進
学
相

談
会
を
実
施
し
た
。
 

　
進
学
相
談
会
は

本
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
目
玉
企

画
で
、
実
際
に
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
教
員

に
よ
る
個
別
相
談
、
模
擬
授
業
、
グ
ル
ー
プ

で
の
集
団
説
明
会
な
ど
を
通
じ
、
分
野
の
特

徴
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
た
。
在
校
生
・
修
了
生
も
同
席
し
、
学
生

生
活
や
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
参
加
者

の
気
に
な
る
ポ
イ
ン
ト
に
温
か
い
ア
ド
バ
イ

ス
を
送
っ
て
い
た
。
次
年
度
開
設
予
定
の
新

分
野
「
医
療
通
訳
・
国
際
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
分
野
」
も
対
象
と
し
て
お
り
、
駆
け
つ
け

た
参
加
者
は
実
施
予
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
 

　
ま
た
、
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
本

学
グ
ル
ー
プ
で
働
き
な
が
ら
大
学
院
で
学
び

た
い
人
の
た
め
に

就
職
相
談
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
し
、
希

望
者
は
人
事
の
担

当
者
と
そ
の
場
で

面
談
で
き
る
な
ど
、

キ
ャ
リ
ア
面
で
の

支
援
も
充
実
さ
せ
た
。

学
生
相
談
・
入
試

相
談
の
窓
口
と
あ

わ
せ
、
参
加
者
は

大
学
院
進
学
に
向

け
て
不
安
や
疑
問

を
解
消
し
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
。
 

　
出
願
受
付
が
始
ま
り
、
い
く
つ
か
の
分
野

に
お
い
て
は
入
学
試
験
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、

い
よ
い
よ
受
験
シ
ー
ズ
ン
が
本
格
化
す
る
。

各
分
野
・
専
攻
で
は
説
明
会
や
授
業
見
学
会

と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、

大
学
院
進
学
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
大

学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
ほ
し
い
。
 

●高齢者疑似体験 ●包帯法の巻き方 

●学生相談・入試相談窓口の様子 

●進学相談会の様子 

●在校生との懇談会 

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 
看
護
学
科
 

「
平
成
二
八
年
度
 
公
開
学
習
会
」を
開
催
 

成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 
理
学
療
法
学
科
 

実
り
多
き
基
礎
実
習
を
終
え
て
 

　
一
〇
月
一
日
、大
学
に
よ
る
地
域
貢
献
の
一

環
と
し
て
、本
学
科
主
催
の
公
開
学
習
会
を
開

催
し
た
。五
二
名
の
参
加
者
を
集
め
、「
命
の
終

わ
り
の
と
き
ま
で
輝
い
て
生
き
る
た
め
に
」を

テ
ー
マ
に
、話
題
提
供
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
 

　
ま
ず
、二
四
時
間
対
応
型
訪
問
看
護
を
提
供

す
る
ケ
ア
タ
ウ
ン
小
平
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
蛭
田
み
ど
り
所
長
が
、「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ

な
か
っ
た
…
と
思
わ
な
い
人
生
に
す
る
た
め
に
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。三
名
の
事
例
を
も
と
に
、

終
末
期
を
迎
え
る
前
か
ら
家
族
や
保
健
医
療
福

祉
従
事
者
に
ど
の
よ
う
に
希
望
を
伝
え
、コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
お
く
と
よ
い
か
、

生
き
方
や
や
っ
て
お
く
と
よ
い
準
備（
終
活
）な

ど
を
紹
介
し
た
。
 

　
次
に
、本
学
の
糸
井

裕
子
教
授
が
、「
が
ん

を
も
ち
な
が
ら
社
会
復

帰
し
た
い
方
の
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、

調
査
結
果
に
よ
る
働
く

世
代
の
が
ん
患
者
の
声
や
、職
場
復
帰
支
援
の
た

め
の
専
門
職
チ
ー
ム「
国
際
医
療
福
祉
大
学
Ｉ

Ｐ
Ａ
―
Ｇ
Ｐ
」の
活
動
内
容
を
紹
介
し
た
。
 

　
そ
の
後
、現
在
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
や
、

病
院
や
地
域
で
ケ
ア
に
携
わ
っ
て
い
る
専
門
職

の
方
か
ら
の
質
問
に
、参
加
者
も
加
わ
っ
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、約
九
割

が「
満
足
」、「
ま
た
参
加
し
た
い
」と
回
答
し
、

本
企
画
の
目
的
は
達
成
で
き
た
と
思
う
。
 

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 
視
機
能
療
法
学
科
 

元
培
醫
事
科
技
大
学
留
学
生
が
 

五
年
連
続
、視
機
能
療
法
学
科
で
学
ぶ
 

　
九
月
、
台
湾
の
元
培
醫
事
科
技
大
学
の
視
光

系
か
ら
短
期
留
学
生
三
名
が
来
日
し
た
。
本
学

科
の
二
・
三
年
生
と
と
も
に
後
期
の
講
義
、
実

習
に
参
加
し
て
い
る
。
今
年
の
留
学
生
は
語
学

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
い
。
学

生
も
慣
れ
な
い
中
国
語
や
英
語
、
ボ
デ
ィ
ラ
ン

ゲ
ー
ジ
を
駆
使
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
、
互
い
に
打
ち
解
け
る
こ
と
で
、
相
乗
的

に
学
び
、
向
上

し
て
い
く
姿
に

頼
も
し
さ
を
感

じ
て
い
る
。
ま

た
、
国
際
室
の

協
力
で
歓
迎
会

を
開
催
し
、
留

学
生
、
学
生
、

教
職
員
約
百
名

が
交
流
を
深
め

た
。
そ
の
な
か

で
、
留
学
生
と

学
生
が
、
数
日
前
か
ら
練
習
し
た
ダ
ン
ス
を
披

露
し
、
学
生
生
活
の
充
実
ぶ
り
を
感
じ
さ
せ
た
。
 

　
視
機
能
療
法
を
学
ぶ
と
と
も
に
日
本
語
ク
ラ

ス
で
語
学
力
の
向
上
を
め
ざ
し
て
お
り
、
学
科

を
挙
げ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
本
学
科
の
学

生
は
こ
の
経
験
を
基
に
大
学
の
名
に
ふ
さ
わ
し

く
、
海
外
に
広
く
眼
を
向
け
た
視
能
訓
練
士
に

育
つ
こ
と
を
期
待
す
る
。
 

　
九
月
一
九
日
〜
二
二
日
、
成
田
保
健
医
療
学

部
 

理
学
療
法
学
科
の
一
年
生
九
二
名
は
、
多

く
の
ご
支
援
の
も
と
、
栃
木
地
区
の
大
学
関
連

の
七
施
設
で
基
礎
実
習
を
行
っ
た
。
 

　
実
習
は
施
設
・
設
備
見
学
に
留
ま
ら
ず
、
一

名
の
理
学
療
法
士
に
二
名
程
度
の
学
生
が
同
行

し
て
、
「
理
学
療
法
の
診
療
場
面
」
を
間
近
で

見
学
す
る
形
を
と
っ
た
。
学
生
は
多
く
の
刺
激

を
受
け
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
実
習
に
臨
ん
で

い
た
。
実
習
以
外
で
も
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
か

ら
夜
の
勉
強
会
ま
で
、
全
て
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
た
。
ま
た
、

初
日
に
は
丸
山
仁

司
副
学
長
の
講
義

が
あ
り
、
本
学
の

歴
史
や
理
学
療
法

士
を
め
ざ
す
者
と

し
て
の
態
度
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
 

　
後
日
行
っ
た
報

告
会
に
は
、
実
習

施
設
か
ら
三
名
の

理
学
療
法
士
を
成

田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

招
い
て
講
評
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
継
続
し

て
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
長
を
十
分
に
生
か
す
学

生
教
育
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
那
須
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
で
三
泊
を
と
も
に
し
た
学
生
同
士
、

そ
し
て
学
生
と
教
員
と
の
絆
も
さ
ら
に
強
ま
っ

た
と
感
じ
て
い
る
。
 

（
看
護
学
科
 

講
師
　
近
藤
邦
）
 

●自動再来受付機の使い方を説明する学生 

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

に
ゅ
ー
Ｂ
が
活
動
 

　
一
〇
月
二
九
日
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

で
、
学
生
サ
ー
ク
ル
「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

に
ゅ
ー
Ｂ
」
が
活
動
を
行
っ
た
。
 

　
こ
れ
は
、
学
生
が
外
来
患
者
さ
ん
な
ど
に
受

付
や
精
算
の
手
順
を
説
明
し
た
り
、
フ
ロ
ア
を

案
内
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
さ
ん
の

ア
メ
ニ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
生

自
身
も
病
院
の
シ
ス
テ
ム
を
理
解
し
、
卒
業
後
、

ス
ム
ー
ズ
に
現
場
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
め
ざ
し
た
活
動
で
あ
る
。
今
回
は
、
医

療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
学
生
四
人
が

一
階
ロ
ビ
ー
を
中
心
に
二
時
間
活
動
し
た
。
 

　
本
サ
ー
ク
ル
は
二
〇
一
〇
年
に
設
立
さ
れ
、

継
続
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
医
療
現
場
と

教
育
が
一
体
に
な
っ
て
い
る
本
学
の
特
長
が
最

大
限
に
生
か
さ
れ
た
活
動
で
あ
り
、
よ
り
患
者

さ
ん
に
喜
ば
れ
、
病
院
に
頼
り
に
さ
れ
る
も
の

を
め
ざ
し
て
、
今
後
さ
ら
に
活
動
を
広
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
 

（
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
福
田
規
予
子
）
 

（
理
学
療
法
学
科
長
　
西
田
裕
介
）
 

（
視
機
能
療
法
学
科
 

研
究
助
手
　
 

高
橋
由
嗣
・
佐
藤
司
）
  

ト
ピ
ッ
ク
ス
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●放射線・情報科学分野  
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●医療福祉経営学分野  
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●医療福祉国際協力学 
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●医療福祉ジャーナリズム  
　分野  
●医療福祉心理学分野 

●医療経営管理分野  

●診療情報アナリスト養成分野 

●医療福祉国際協力学分野  

●先進的ケア・ネットワーク  

　開発研究分野  

●医療福祉学分野  

●医療福祉ジャーナリズム 

　分野 

修士課程 

（本学卒業生及び卒業見込者対象） 

修士課程 

医療・生命薬学専攻 

博士課程（4年制） 

博士課程 

①キャンパス 
多くの授業を平日の夕方以降と土曜日の昼間に 
行っています。 ②カリキュラム 
複数のキャンパスでリアルタイムに受講できます。 
質問やディスカッションといった同時双方向の 
コミュニケーションが可能です。 

③同時双方向 
　遠隔授業 

 
「
マ
ロ
ニ
エ
会
」の
海
外
留
学
奨
学
制
度
を
受
け

て
無
事
に
修
士
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
で
、留
学
全
般
、授
業
内
容
、今
後
に
つ

い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 
ま
ず
、留
学
を
通
し
て
異
文
化
を
体
験
し
、世

界
中
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
た
こ
と

は
、大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。イ
ギ
リ
ス
は
移

民
も
多
く
、コ
ベ
ン
ト

リ
ー
大
学
に
は
留
学

生
が
一
万
人
以
上
い

ま
し
た
。ち
ょ
う
ど
Ｅ

Ｕ
離
脱
が
決
ま
っ
た

歴
史
的
な
日
に
、そ
の

国
で
、そ
の
こ
と
に
つ

い
て
多
く
の
人
と
話

せ
た
こ
と
は
貴
重
な

経
験
で
し
た
。 

　
留
学
前
は
、英
語

が
話
せ
れ
ば
国
際
的

に
通
用
す
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、多
く
の
留
学

生
は
三
か
国
語
以
上
使
う
こ
と
が
で
き
、海
外
で

働
く
こ
と
は
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
と
の
競
争
で
あ

る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。た
だ
し
、少
な

く
と
も
英
語
が
話
せ
れ
ば
、母
国
語
が
英
語
で
は

な
い
人
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
こ
と

も
身
を
も
っ
て
知
り
ま
し
た
。イ
ン
ド
の
大
学
院

生
と
テ
レ
ビ
電
話
で
症
例
検
討
を
行
っ
た
こ
と
が

有
意
義
だ
っ
た

の
で
、
日
本
で

も
広
め
た
い
と

思
い
ま
し
た
。 

　
失
敗
も
あ

り
ま
し
た
。
授

業
で
脳
卒
中
を
発
症
さ
れ
た
方
に
問
診
し
た
際

に
、日
本
で
す
る
よ
う
な
質
問
を
直
訳
し
て
聞
い

て
い
る
と
、「
か
な
り
不
快
だ
」
と
言
わ
れ
、そ
の

後
は
何
も
答
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の

経
験
が
あ
っ
て
、相
手
を
気
遣
う
、失
礼
の
な
い
英

語
で
の
言
い
回
し
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
理
学
療
法
の
専
門
的
な
授
業
に
は
、毎
回
胸

を
躍
ら
せ
な
が
ら
参
加
し
ま
し
た
。呼
吸
循
環
系

の
科
目
で
は
、精
巧
な
人
形
を
用
い
て
実
際
の
患

者
さ
ん
を
想
定
し
な
が
ら
呼
吸
管
理
の
手
技
を

行
い
ま
し
た
。イ
ギ
リ
ス
で
は
、集
中
治
療
領
域
や

ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
で
は
、理
学
療
法
士
が
気
管
切

開
を
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。筋
骨
格
系
の

科
目
で
は
、多
く
の
徒
手
療
法
を
学
び
ま
し
た
。

実
技
試
験
は
、試
験
官
に
多
く
の
質
問
を
さ
れ
な

が
ら
限
ら
れ
た
時
間
で
、一
連
の
評
価
・
治
療
を

行
う
、非
常
に
緊
張
感
の
あ
る
も
の
で
し
た
が
、実

践
的
で
効
果
的
な
学
習
方
法
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

神
経
系
の
科
目
で
紹
介
さ
れ
た
機
器
が
気
に
な

り
、ロ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
た
展
示
会
に
行
っ
て
実
物

を
使
用
し
、販
売
業
者
に
日
本
へ
の
展
開
な
ど
を

質
問
し
た
り
も
し
ま
し
た
。研
究
に
関
す
る
授
業

は
、研
究
手
法
な
ど
、日
本
で
も
学
ぶ
よ
う
な
内

容
も
あ
り
ま
し
た
が
、文
献
の
批
評
の
仕
方
や
、

研
究
内
容
を
実
際
に
臨
床
現
場
で
実
践
す
る
た

め
の
理
論
な
ど
は
、私
が
求
め
て
い
た
も
の
で
あ
り
、

と
て
も
有
用
で
し
た
。 

　
留
学
中
に
大
学
院
と
は
別
に
、イ
ギ
リ
ス
理
学

療
法
士
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。事
情
に
よ
り
、

日
本
へ
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、活
用

の
方
法
を
考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

　
日
本
で
は
、留
学
の
経
験
が
生
か
せ
る
病
院
へ

の
就
職
を
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、留
学
で
学
ん
だ

根
拠
に
基
づ
く
臨
床
の
実
践
・
教
育
に
関
す
る
研

究
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 平
成
二
八
年
度
海
外
留
学
奨
学
生
が
 

決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 福
岡
保
健
医
療
学
部
 

言
語
聴
覚
学
科
二
期
生
 

小
柳
記
念
病
院
 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
勤
務
 

 
言
語
聴
覚
士
と
し
て
臨
床
の
場
に
出
て
あ
っ
と

い
う
間
に
四
年
目
に
な
り
、日
々
充
実
し
た
毎
日

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
患
者
様
の
リ

ハ
ビ
リ
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
が
、誰
一
人
と
し
て

全
く
同
じ
症
状
、背
景
、環
境
の
方
は
い
ま
せ
ん
。

状
態
や
取
り
巻
く
環
境
は
絶
え
ず
変
化
し
て
お

り
、改
め
て
こ
の
仕
事
の
難
し
さ
、責
任
の
重
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
か
ら
今
年
に
か

け
て
、結
婚
、さ
ら
に
現

在
の
病
院
へ
の
転
職
と

大
き
な
変
化
が
あ
り

ま
し
た
。現
在
は
同
期

や
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、家

族
に
支
え
ら
れ
て
仕
事

を
続
け
て
い
ま
す
。 

　
福
岡
保
健
医
療
学

部
　

言
語
聴
覚
学
科
同
窓
会
も
今
年
で
六
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。先
生
方
や
卒
業
生
、在
校
生
の

ご
協
力
の
も
と
、講
演
会
や
症
例
検
討
会
、懇
親

会
な
ど
を
催
し
て
い
ま
す
。
会
場
は
学
生
時
代

に
戻
っ
た
よ
う
な
懐
か
し
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
同
窓
会
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
要

望
な
ど
は
、各
期
の
同
窓
会
役
員
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。 

 

http://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/index.html
詳細・お申し込みは大学院ホームページをご覧ください。 

TOPICS 各分野で進学説明会を実施中 

助産学分野、福祉支援工学分野、診療情報アナリスト養成分野、医療経営管
理分野など、複数の分野で進学説明会を予定しています。進学をご検討さ
れている方、興味を持たれている方はぜひご参加ください。 

 

森
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詠
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同
窓
会
「
マ
ロ
ニ
エ
会
」
海
外
留
学
奨
学
制
度
を
利
用

し
、イ
ギ
リ
ス
の
コ
ベ
ン
ト
リ
ー
大
学
に
留
学
し
て
い
た
有

家
尚
志
さ
ん
が
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。一
年
間
の
留
学
体
験

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
い
た
の
で
、ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

有
家
尚
志
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 

理
学
療
法
学
科
 

二
〇
一
一
年
度
卒
 

●
留
学
先
　
カ
ナ
ダ
 
ケ
ベ
ッ
ク
大
学
 

 
ト
ロ
ワ
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
校
　
疼
痛
神
経
生
理
学
研
究
室
 

●
職
位
　
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
 

●
留
学
期
間
　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 二
〇
一
八
年
九
月
 

同
窓
会
幹
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

海
外
留
学
レ
ポ
ー
ト
 

●クラスメイトと一緒に 

●ミーティングの様子（中央が森田さん） 

●プレゼンテーションの様子 

　
本
制
度
で
初
め
て
の
研
究
留
学
奨
学
生
で
す
。

研
究
テ
ー
マ
で
あ
る「
体
性
感
覚
刺
激（
触
刺
激
、

痛
み
刺
激
）が
不
安
に
関
わ
る
脳
内
神
経
伝
達

物
質（
セ
ロ
ト
ニ
ン
）へ
与
え
る
影
響
」の
研
究
を

発
展
さ
せ
、疼
痛
や
そ
れ
に
伴
う
不
安
を
軽
減

す
る
方
法
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
た
め
に
、

ケ
ベッ
ク
大
学
で
の
二
年
間
の
研
究
留
学
を
決
意

さ
れ
ま
し
た
。国
際
医
療
福
祉
大
学
同
窓
会
と

し
て
、徳
永
さ
ん
の
海
外
生
活
と
研
究
活
動
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

：
 

：
 
：
 

徳
永
亮
太
さ
ん
　
 

保
健
医
療
学
部
 

理
学
療
法
学
科
 

二
〇
〇
九
年
度
卒
 

 




